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○岩崎 次，手塚先生のほうから，「博物館とアイヌコレクション」という

ことでお話をお願いしたいと思います。

○手塚 人文学部の手塚といいます。

今，博物館とアイヌコレクションのかかわりということに関しては，非

常にブームになっている問題がありまして，それは放送大学の本多俊和先

生という文化人類学者らのチームが，国内の22のアイヌコレクションを展

示している博物館の分析を行った結果，これは歴史教科書にも共通する問

題ですけれども，伝統的な生活ばかりを，つまり，100年以上前のアイヌ文

化というものしか展示していないことが明らかになり，国内の博物館が批

判にさらされているという問題のことです。

ただ，きょうの話は，展示物で何かを表現したり，アイヌ文化の本質は

何かというようなことを説明するだけが博物館の機能ではなくて，収集し

た資料というものを次世代に継承していくという機能もやはり博物館の大

切な役割であるわけですから，その部分に注目していきたいと思っていま

す。

それで，日本の文化人類学者や博物館関係者が中心になって，アイヌコ

レクションが世界にどれぐらい分布しているのかということを調査してい

ます。これは80年代の終わりから2000年にかけての調査だったのですけ

れども，その結果，海外にアイヌ資料が１万3,500点ほどある，そのこと

がまずわかったということなのです。

それで，一番最初のスライドで，欧米社会のアイヌへの関心ということ

をみてみます。近代の欧米社会では，政治的覇権争いや経済的発展競争か

ら紛争が多発しました。それを反映して，狩猟民を森の住民，イコール平
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和の民とする考えが強まり，狩猟民とその文化に対する憧憬の念が強まり

ました。

19世紀後半には三大人種区分が広く受け入れられ，アイヌはコーカソイ

ドの一部とみなされた。つまり白人と同じであると。広い世界の中で，ア

イヌ民族だけがヨーロッパ人と深い血のつながりのある唯一の民族である

ことをヨーロッパの人たちはとても大切に考えたということで，アイヌコ

レクションをいろいろな博物館がこぞって収集しようとし始めるわけで

す。

20世紀に入りますと，欧米社会はアイヌ民族がヨーロッパ人が既に失っ

た自然と融合する平和な生活をいまだに営んでいることに注目し，その生

活を脅かす日本政府による北海道開拓に厳しい目を向けました。

その反面，この白人系のアイヌが日本民族の起源に深く関与しているの

で，日本は驚くほど短期間に近代化と工業化を達成し，日露戦争で軍事大

国として勝利し，欧米列強入りを果たせたとみなしていたのです。これは，

ヨーゼフ・クライナーというボン大学の日本文化専門の研究者の方が書い

た論文の中から引用したものなのですけれども，この方が中心となって，

1980年代からヨーロッパにどれぐらいのアイヌ資料が存在しているのか

という調査が始まりました。その後，名古屋大学の小谷凱宣先生，それか

ら千葉大学の荻原眞子先生らが，文部科学省の科学研究費を使って，２枚

目のスライドにあるような，北米，カナダ，アメリカ，それからロシア，

ドイツ，オーストリア，スウェーデン，ノルウェー，デンマーク，オラン

ダ，フランス，UK，イタリア，バチカン，スイス，ハンガリーというとこ

ろに１万3,500点のアイヌ資料の所在を確認しました。

海外のコレクションの特徴についてですが，まず日本の博物館が持って

いるアイヌ資料と違って，古い資料が非常に充実しています。しかも，日

本の博物館にあるアイヌ資料というのは，どこでどういうふうに集められ

たものかがよくわかっていないものが多いのですけれども，そういう資料

に付随するバックデータが非常に充実しているというのが海外のアイヌコ

レクションの特徴でもあります。
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それ以外に，これは後で説明しますけれども，漆器がないですとか，農

耕具が少ないというような特徴もあるのですけれども，それにどういう意

味があるのかということをこれからお話ししていきたいと思います。

これはそれぞれのコレクションをだれが収集したかということがやはり

非常に重要ではないか。それから，欧米社会のアイヌへの関心ということ

もあって，当時のアイヌに対する考え方ですとか研究の進展の状況という

ようなことも資料の収集には大きな影響を与えていたということが言える

と思うのです。まず一番最初にREM というふうに書いてありますけれど

も，これは先ほど大石先生のお話の中に出てきましたロシアにありますサ

ンクトペテルブルグにあるロシア民族博物館，REM はその頭文字なので

す。そこの職員だったヴァシリエフという民族学者が1912年に日本にやっ

てきて，サハリンもこのとき調査をしたのですけれども，北海道の平取で

１カ月ぐらいの滞在の時期にいろいろな資料を集めました。縦軸は点数を

あらわしています。

横軸にはアイヌの物質文化のカテゴリーがあるのですけれども，普通，

博物館にあるアイヌ資料というのは，大体100種類ぐらいにリスト上では

分類しなければいけないのですけれども，今回，話を単純にする意味で，

代表的な資料だけを取り上げて要約したものです。一番最初に棒酒箸，こ

れは儀礼用具で，木幣，それからたばこ入れ，小刀，木綿，着物です。木

綿衣と樹皮衣，それから樹皮衣をつくる織り機，ござ，背負いひも，これ

はものを背負うときに使う道具です。それから刀をつり下げる，男性が正

装のときに使うサスペンダーというか，刀をつり下げる帯，それから，男

性の儀式のときにかぶる冠，女性の正装用の首飾り，耳飾り，それから，

サラニプという編み袋なのですけれども，そういったもの。それから農耕

具，漆器類。漆器はアイヌの人たちが自分たちで製作するものでなく，交

易で和人から，本州以南から商人を介して手に入れたものなのですが，そ

れは信仰上，非常に大切な道具であるということになっています。それか

ら，靴とかカンジキ，それから，鉤銛，マレクと言われるサケをとる道具で

す。それから仕掛け弓，弓矢，花矢というのはクマ送りの儀式のときに使
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う大切なカムイへの贈り物になる道具です。それから，狩猟用の矢筒，儀

式用の矢筒，それから魔よけの意味のある矢筒，そして最後に女性の神聖

なお守り用のひもというものに分けて分析しています。

1912年の平取地区で集めたものということですが，一見していろいろな

資料を過不足なく集めています。当然，収集しやすいもの，収集しにくい

ものもあるのですけれども，いろいろな項目のバーが伸びているというと

ころにまず注目していただきたいと思います。ゼロのところが二つしかな

いというところに注目していただきたい。

２番目なのですけれども，先ほどと同じ項目で分類していますが，これ

は土佐林義雄さんという方で，明治19年ぐらいのお生まれの方で，北大予

科の講師，それから教授にもなった方です。1940年代の前半に北海道で活

躍して，アイヌのコレクションを収集しました。その人を見てみますと，

やはり先ほどのヴァシリエフと違って，ゼロの項目が非常に多い。それで，

選択的に非常に高く，64点と書いてありますけれども，木綿，着物をたく

さん集めたということが一見してわかる。それから首飾りが２番目に多い

ということがわかります。つまり特定の品物を集めている。先ほどのヴァ

シリエフとの違いがあるのですが，それは何をあらわすかというと，結局

この土佐林さんという方が非常にアイヌ紋様に関心があったということ

で，木綿衣には当然そういう紋様が多いので，選択的にその資料を集めて

いるのだということがわかります。

続いて，これはマンローと言うスコットランドのお医者さんなのですけ

れども，平取で医療活動のかたわら，アイヌ文化の調査を行って，最後は

二風谷で亡くなった方です。この人を見てみますと，先ほどのヴァシリエ

フと同じように，いろいろな項目のものをたくさん集めている。しかもこ

の方は，1932年から42年まで平取に家を建てて住んで，アイヌの人たちと

密接なかかわりがあったということを反映して，いろいろな資料を集めま

した。特に男性は決して見ることのできないと言われている女性の非常に

大切なお守りひものコレクションが多いということが大きな特徴で，これ

はやっぱり信頼関係というものでアイヌの人たちと結ばれていなければな
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かなか集めることができないものです。それから，農耕具，先ほど欧米の

アイヌ社会への関心というところで，森の住民イコール平和の民というこ

とから，狩猟民であるという考え方が非常に根強かったと指摘しました。

アイヌというのは狩猟民。自分たちのもう既に失われたユートピアをアイ

ヌ民族に求めていたという，先ほどの大石先生の話でいえば隠喩的な表象

ということになるのでしょうけれども，狩猟採集民としての資料というも

のをヨーロッパ人，あるいはアメリカ人がアイヌコレクションの最も重要

な資料ということで優先的に集めているということがわかるのですけれど

も，マンロー自身は農耕具も集めていたということが特徴になっている。

もう１人，近藤幸吉さんという方です。HMHというのは北海道開拓記

念館の英語名称，ヒストリカル・ミュージアム・オブ・北海道の頭文字な

のですが，開拓記念館にあるコレクションです。1930年から40年代にかけ

てのコレクションということになります。これを見てみますと，やはりヴァ

シリエフとは対象的に，先ほどの土佐林さんに似ているのですけれども，

特定の項目，興味を持ったものについて非常に多く集めている。

例えば漆器類。漆器類は，ヨーロッパ人は集めないのに，この人は古美

術商，骨董屋さんだったのですけれども，そういう人がなぜアイヌ文化で

こういう漆器類をたくさん購入しているのかということを考えないといけ

ないわけです。やはりまずヨーロッパ人あるいはアメリカ人が漆器を収集

しないということの背景としては，二つぐらい現時点では考えられると思

います。漆器があるのに集めなかったとすれば，それはアイヌ文化のもの

ではない，アイヌの人たちが自分たちで製作した自製品ではない，つまり

和人がつくったものを移入品，交易品という形で使っていたということな

ので，これはアイヌ文化の本質ではないという価値判断を資料を収集する

ときに行っているという可能性があります。

それからもう一つは，本当は集めたかったのだけれども，アイヌの人た

ちにとって重要な儀礼具にもなるものですので，いろいろな儀式のときに

各種の漆器というものは依然使われており，そういう重要な儀礼具をアイ

ヌの人たちが手放さなかったということも考えられます。年代，いつ集め
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たのか，アイヌの人たちがそういう儀礼活動に使わなくなって以降，手放

すことが多くなったということを反映しているのかもしれない。そのあた

りは今後も調査を続けていかなければいけないのですけれども，現時点で

は二つぐらいの可能性が考えられるでしょう。コレクターがどういう視点

で資料を集めるのかというときに，あるものをすべて集めているというこ

とではなくて，コレクターの価値判断というものが反映されている可能性

がある。それはその時代の特有の価値観とか考え方というものにどうして

もコレクターというものは影響を受けてしまっているということが考えら

れる。

それから，農耕具については，先ほどのマンロー以外はほとんど集めて

いません。お手元の資料で確認していただきたいと思いますけれども，農

耕具については，マンロー以外は，ヴァシリエフが多少集めている程度で

す。これは先ほど言ったように，アイヌは狩猟採集民であるという意識が

あって，農耕具を集めても仕方がないのだという発想がどこかにあるので

はないかというふうに考えられるわけです。

海外のアイヌ資料は資料に付随するデータが非常に充実しているという

話をしましたけれども，これは北米でもヨーロッパでもどこでも大抵そう

いう特徴があるのに対して，日本のコレクションはそういう情報が欠落し

ています。それはなぜなのかというと，やっぱり博物館学，博物館の研究

の歴史というものが浅いということがあるわけです。

例えばヴァシリエフが1912年に日本にやってきたときに，東京の上野公

園にある東京帝室博物館（現東京国立博物館）を実際に見学しています。

そのときに，ヴァシリエフ自身はサンクトペテルブルグの博物館の学芸員

をやっていました。その目から東京帝室博物館を見たときに，やはり体系

的なコレクションというものがない，それから，展示の仕方も科学的な展

示手法が採用できていないということで，手厳しく批判をしています。自

分の手記の中に書いたわけですけれども，そういった博物館の歴史が浅い

ということもあって，資料を集めるときに，それに付随する貴重なデータ

をなかなか集めなかった，あるいはアイヌ資料そのものに対する関心の低
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さというものがあった。

それに対して欧米社会は，先ほど言ったように自分たちと同じ民族，

ひょっとすると自分たちと全く共通の祖先から派生したということで，血

縁関係もあるということが，やはり資料を集めるときにもそういう意識が

働いていた可能性があるのではないでしょうか。コレクションに基づいた

研究にはそれぞれのコレクターの意思とか価値観というものが反映されて

いるという前提で始めたものなのですけれども，実際にやってみると非常

に が深くて，まだまだ解決しないといけない問題点がたくさんあるわけ

です。

例えば博物館に残っている資料に関して，１人のコレクターが集めたも

のすべてが手つかずで残っているかどうかというと，必ずしもそうではな

い。例えば火災に遭ってしまったり，散逸してしまったり，借用したとき

に紛失してしまったりということもありますし，マンローの資料について

も同じように火災に遭って，重要なコレクションが失われてしまったとい

うこともあります。それから，マンロー自身は日本にある資料以外にヨー

ロッパに，特にイングランドとスコットランドの博物館に自分が集めた資

料を送っています。それは現地の駐在員，特派員ということで，資料を集

める係を担当していたということもあって，イングランド，スコットラン

ドの博物館の要請を受けて北海道内でアイヌ資料を集めて，それを送ると

いう役割を担ってきました。そういったものが，実際にスコットランドと

イングランドの博物館に今残っているわけです。

同一人物が集めた海外にあるものと日本にあるものとの比較研究をする

ことによって，もう少し詳しい内容が今後見えてくるだろうということで，

現時点までの報告ということにさせていただきたいと思います。（拍手）

○岩崎 ありがとうございます。
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ディスカッション

○岩崎 それではディスカッションのほうに移りたいのですけれども，３

人のパネリストの方，いすを持ってそこに並んでください。

今移動している間に，岩崎は何をやらんとしているのかということを紹

介させていただきます。何も発表する時間の余裕はありませんので，ただ

こんなことに興味を持っていますということだけお話しします。

特にカナダの先住民族，イヌイットとか，北西海岸の先住民，最近，1950

年代以降ですけれども，みずからが自分たちの文化を表現するということ

をし始めています。

例えば，これはイヌイットの人たちの版画なのですけれども，1950年代

ころから，カナダ政府はかなり力を入れて技術の指導をして，イヌイット

の人たち自身が自分たちの文化を版画にして売り出すというようなことを

やっています。

同じように，北西海岸先住民の人たちも，それまでは生活用具の一部で

あったトーテムポールとか，民具に出てくるような絵柄をシルクスクリー

ンというプリントにして売っている。ですから，描かれてきた民族は，自

分たち自身がみずからの文化を描いていくということが何を意味するのか

ということを研究したいと考えています。

これは同じようにイヌイットが昔から着ているパーカーと呼ばれる冬の

ジャケットの生地をアップリケ状にして壁掛けをつくって売っているので

す。おもしろいなと思うのは，彼らの視点からこういう自分たちの生活を

描くのですけれども，クマは槍が刺さって血が出ているというところまで

表現するところがおもしろいなと思うのですけれども，こういったことが

描かれる側にあった先住民たちがみずからの文化を描いていくという，こ

ういったことの持つ意味というものを私は研究したいと思っています。

残りの時間，ちょっと５時を回るかと思うのですけれども，お三方の発

表に関しまして，まず質問と意見とかありましたら聞かせていただきたい

なと思います。
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では最初の質問，私からいきます。

太一さんが，最初に大石先生が流した渡り鳥シリーズ，ああいう映像を

見るとどういうふうに思うのかというのが私の興味なのですけれども。

○貝澤 最初の大石先生の映像を見ていると，やはり違和感というのがと

てもあるのと，またこんな感じで描かれているんだなとか，こういう感じ

で映し出されたんだなというふうに思うのが素直な感情ですね。最初のほ

うの映像では，いきなり弓を射るところなんか，そんなことはしないよと

か思うんだけれども，結構アイヌ民族自身，エカシとかフチとかもそうな

のですが，とても思慮深くて遠慮深くて，こんな田舎に来てくれてありが

とうね，ありがとうねと手を握って喜んでくれるような，そういう人たち

ばかり僕の周りには多いので，ものすごいなという印象はありますね。

でも逆にいうと，つい去年の夏ぐらいかな，20代後半の若者にそういう

話をするときに，僕自身，アイヌなんだよと言ったときに，え，アイヌな

のと言われて，その後に，アイヌってこういうイメージ（槍を持つ所作を

して）と言われて，いわゆる昔でいうテレビに映し出されたマサイ族みた

いな感じ，ああいうふうに先住民族というイメージは原住民というイメー

ジと同じというのがあって，原住民は槍を持って，肉を食っていますとい

うイメージを持っているんだとわかりました。そしてそれが今現在の現実

なのが，やっぱりすごいなというふうに思って，先ほどの映像と，ある意

味，大して変わっていないなというのが実感としてありました。

○岩崎 ありがとうございます。

ほかに質問があればぜひ。いろいろ意見を述べていただいて，盛り上げ

ていただきたいのですけれども。

○質問者１ ちょっと単純なところから。貝澤さんに教えていただきたい

のですが，ビデオの中で，３番目の遊びで，みんなが１列になって，小さ

い子がショベルみたいなもので掘っている，あれはどういう遊びなんです

か。

○貝澤 あれはただ単に，あれは多分大人がだましていたと思うのですけ

れども，ああいうふうにおもちゃをつくって畑に出すんですよ。だれが一

北海学園大学人文論集 第49号(2011年７月)

― ―202



番最初に一番端っこについたかというのをやるのです。それで一緒に畑も

耕せると。そのときにトイタ，トイタというふうに歌いながらやるとおも

しろいと。多分，アイヌは一応昔から雑穀もつくっていたので，そういう

意味では農耕みたいなものを教えていたのかなと。

あと，僕らの前の前の世代，じいちゃん，ひいじいちゃんぐらいからは，

脱アイヌ化というか，今さらアイヌをやっていてもしようがないから，農

家をやったほうがいいんだ，アイヌ語は要らないから日本語を学んだほう

がいいんだという意識がすごく強かったので，そういうのも農耕とか畑作

に対する意識にあらわれているのかなと。

ただ，あれが昔からのアイヌの遊びだったのか，それとも意外と明治以

降に変質して生まれてきた遊びだったのか，ちょっとわからないですが，

そういう背景もあるかもしれないというふうに見ています。

○質問者１ 遊びとしては，要するに競わせるわけですね。

○貝澤 そうですね，競わせて，どんどんどんどんみんな後ろに，ただひ

たすらばかみたいに進んでいるのですけれども，子供は素直なのでずっと

行くのですけれども，後から，多分大人はしめしめと思っていたのだと思

うのですけれども。

○質問者１ ゲームの類に，勝敗がないなどという記述を読んだことが

あったのですけれども，やっぱり競技として勝ち負けがある遊びがごく普

通なんでしょうね。どうなのですか。

○貝澤 そうですね，多分優秀か優秀でないかとか，鈍いか鈍くないか。

映像の中で，槍を持って遊んでいる，横を輪っこを転がしていって，あの

遊びでも，見ていてわかったかもしれないですけれども，一番小さい子が

一番後ろにいるのです。要はとれないから後ろに回されるんです。小さい

やつが一番後ろ。ずっと転がってきて，ゆっくりねらえる場所に置かれる。

だからそういう意味で，１番，２番じゃなくて，得意，不得意が分かれる

ように自然となってしまうんだと思うのです。そういうふうに１番，２番

というふうなつけ方はなかったかもしれないですけれども，これが得意だ

とか，これが不得意だとかというのはあったと思います。そういうのが多
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分遊びの中で見えてくるのだと思います。

○質問者２ 子供文化というものを記録するのはとても大事だけれども，

忘れられてしまう。我々も小さいころにいろいろな遊びをした。最近はベー

ゴマをやるというので，すごくテレビでやっていますし，そういうそれぞ

れの地域や子供の遊びというのはどんどんすたれていくわけですけれど

も，アイヌの子供の遊びというものの特殊性というか，ほかの子供たち，

和人の子供たちの遊びとはどこが違うのかという辺はどういうふうに考え

たらいいのでしょうか。やっぱりただ古い昔の遊びはいろいろあって，特

別な違いはないというものなのか，特殊性があると言われているのか，そ

の辺が一つ。

それからもう一つ，ほかの先生方に。

手塚先生の，博物館，どんなものを集めてきたかというのがありました。

近藤幸吉さん，各種漆器がものすごく多い。私は，これを集めたのは，こ

の人はこの地域の人の交易のあり方というものを知りたくてあえて集めた

のか，ただ安く買えるから，高い価値があるから集めてきたのか，僕は交

易の範囲を知ろうという目的意識でやったのかなと思うのですけれども，

いかがでしょうか。

○貝澤 連続でしゃべりますけれども，僕から。先ほど特殊性という話に

なっていましたけれども，この画像では紹介しなかったのですけれども，

アイヌの遊びの冬のバージョンで，萱野さんが手製のソリをつくっている

シーンがあります。そういうものからもわかるのですけれども，たまたま

アイヌの遊びというのは，明治以降，昭和ぐらいまでか，ある程度の時期

でとまっているのだと思うのです。とまった状態で伝承されていると思っ

ていて，多分同じことが日本の文化でも言えると思っていて，日本の文化

の場合はその時代を忘れて，新しいものがどんどんどんどん出てくるので，

それで移り変わっているだけだというふうに思っています。なので，特殊

性という意味では，先ほどつくつた笛でも，先ほど言った南米のサンポー

ニャという，ああいった笛が五つぐらい並んで２列ぐらいになっている楽

器があるのですけれども，そういうのでも見られるように，多分どこでも
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考えられるような，多分みんな似たようなことを考えるのが，たまたまア

イヌ文化に関しては今も残っているだけなのではないかなというふうに

思っています。もちろんそれに対する遊びの名称とかは，言語がアイヌ語

でありますから，そういう意味ではアイヌ語を残すとか，狩猟民族のアイ

ヌなので，狩猟をメインとした遊びが多いという面では，アイヌの特殊性

があるのかもしれないですけれども，それ以外はやはり生きるという基準

から発生している遊びだと思うので，生きる術を教えるというところから

発生しているものだと思うので，そんなに特殊だとは思ってはいないです。

○手塚 近藤幸吉さんの資料というのは，今，開拓記念館にあるのですけ

れども，各種漆器のところのバーが非常に高くなっています。これは幾つ

か考えられると思うのですけれども，戦前，第２次世界大戦の前，1930年

代から40年代の時期に，秀衡椀，要するに古手の南部漆器がアイヌが持っ

ている資料の中で見つかったということで，ブームになるのですね。それ

でいろいろな人が研究者も含めて各地のアイヌ民族の持っている資料を調

べて，古い中世にさかのぼるような資料をさがし求めたそうです。

近藤幸吉さん自身は古美術商ですので，骨董屋さん，お店を営業してい

て，当然，売れる商品というものを集めたということが一つ考えられます。

ですから，そういう時代背景というものがあって，古い和人がつくった漆

器の優品がアイヌ社会に伝世されているということが注目されたというこ

とがひょっとすると関係しているかもしれません。

もう一つは，非常に集めやすくなった。この時期，アイヌの人たちが手

放すということが一般化したということも考えられると思います。

○質問者３ 大石先生に。映画の『渡り鳥』シリーズですけれども，確か

にあの中ではアイヌと和人がよく見えると思うのですが，もう一つ，ああ

いう種類の映画の中で，いわゆるマカロニウエスタンと言われているもの

がありますよね。あの場合はそういう要素は出てこなくて，やっぱり日本

独特の表象ということになるのかというのが一つ。

もう一つ，私は，手塚先生の最初の出発点ですけれども，欧米社会のア

イヌへの関心という中で，19世紀の後半になると，三大人種区分が広く受
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け入れられたと。その結果として，アイヌはコーカソイドと同じような扱

いをされたというふうな言説，私，ちょっとあまり知らないのですけれど

も，どういうところからアイヌがコーカソイドというふうに見なされて

いったのか，その論拠といいますか，そうしたものはどこにあったのか，

ちょっとお伺いしたいと思います。むしろ私は，この時期だと，言語によっ

て区分するというのがかなり一般的に見られたのではないかなというふう

に思うのですけれども，人種というふうに書かれているので，どれをベー

スにして，何を根拠にこういう三大人種区分ということが行われたのかと

いう部分を説明いただきたい。

○大石 ご質問どうもありがとうございました。

マカロニウエスタンといいますのは1960年代にイタリアでつくられ始

めたイタリア製西部劇のことなのですが，同じ時代に日本とイタリアとい

う離れた国で，似たような映画がつくられているということは，一種の世

界同時現象のように考えることができ，視野が広がったと思いました。ご

質問どうもありがとうございました。イタリア製ウエスタンもアメリカの

西部と似たような場所を探してきて，まさしく『大草原の渡り鳥』のよう

に西部劇をつくるということをやっています。その点では本当にそっくり

だというふうに思います。

しかし，民族の問題がそこでどう表象されていたかどうかは，マカロニ

ウエスタンにはそこまで詳しくないので定かではないのですが，今後，考

えてみたいと思います。

○手塚 人種なのですけれども，19世紀後半の話，ちょっと失念してし

まったので，どの研究者の著作だったかというのは忘れてしまったのです

けれども，1880年代以降になりますと，やっぱり外見の特徴というのが和

人とアイヌの間ではかなり異なるということは認識されていた。実際に19

世紀後半になりますと，もう既に人骨をアイヌの八雲とかそういった地域

のお墓から盗掘をして，それでヨーロッパに送るというようなことが一般

化していた。ですから，そういう人骨の身体的な特徴，生物学的な特徴と

いうことがかなり注目されていたことは間違いないと思います。出典につ
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いては，後で調べて御返答したいと思います。

○質問者３ つまり考古学的な論拠というものが強かったのでしょうか。

○手塚 そうですね。アイヌについて，言語でどのグループに属するかと

いう話は，あまり私は聞いたことがないですね。ただ，北東アジアではも

ちろんツングースとかパレオアジアというのは古くから話題になったこと

もありますし，ロシア系の研究者はアイヌをパレオアジアの中の一つのグ

ループにあてるというようなことも，そのときからかなり普及してきたと

いうふうに思いますけれども。

○質問者３ 人種的なことでいうと，私もそれも全くよくわからないこと

なので御質問しているのですけれども，今，貝澤さんがいるのですけれど

も，アイヌというふうに御自身でおっしゃっていますけれども，多分，欧

米のほうから，アイヌというふうにわかっていなければ，アイヌというふ

うに見えないと思うのです。むしろ人種的にいえばモンゴロイドという一

つの大きな枠内におさまるのであって，かなりいわゆるコーカソイドとは

違う感じは受けるのですけれども，その辺は，むしろ八雲でもって調べて，

彼らに非常に身体的特徴が類似しているというので集めたというのであれ

ば，必ずしも，むしろアジアに対する，あるいは北東に対する憧憬という

か，ほかに関心というものがあって，そうしたものが収集されるようになっ

たという要因はないのでしょうか。

○質問者２ 19世紀末のアメリカの，あるいはヨーロッパの科学的人種，

大変悪名高い，コーカソイドだとか，そういう極めて非科学的な，もはや

今ではほとんど否定された，科学性を持たない人種議論があるわけです，

コーカソイドだとかモンゴロイドだとか。そういうのは生物学的にもとて

も論証できない，DNAでもできないということが今言われているわけで

す。外見上はいろいろある，混血しています。これはやっぱり，伺ったと

きには，日露戦争とか，日本の帝国主義的な王朝という中で，モンゴリア

ンを抑圧するのは構わないけれども，コーカソイドを抑圧するのはけしか

らんというのが日本帝国主義なのです。こういう論点の中でつくり上げら

れてきているというふうに私は読みました。こんなことあり得ない，どっ
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ちにせよ。というふうに考えて，この時代というよりは，もう既に三大人

種などというのは全く政治的な，非科学的な，政治の力で確立された議論

であるということで考えたほうがいいのではないかと私は思います。

○質問者４ 映画学における比喩とか，そういうものを展開して，映画に

おけるインディアンとアイヌの類似性，インディアンはアイヌの暗喩なわ

けですね。また北方ロシアに黒澤映画と類似性もお話しになったが，それ

はアイヌとどう関係があるのか。これが一つ。

○大石 きょうの話は，北海道は隠喩的な表象によって描かれることが多

く，アメリカの隠喩であり，北欧の隠喩であったのですが，アメリカの隠

喩としての北海道に限定して考えたとき，そこには西部劇につきもののイ

ンディアンも出てくるというものでした。このように，インディアンの話

題とロシアの話題は，北海道の隠喩性ということで，関係してきます。

○質問者４ そこから考えたのは，むしろ大石さんの話では，アイヌの表

象は結局インディアンの一つの模倣ですね，日本人にとって北海道地域と

いうものはアメリカ西部映画の模倣だと，そんなに貧弱かなと思うのです

けれども，むしろ黒澤明や日本の監督などの映像メディアの人たちにとっ

ては，北海道は一つの創造の，イマジネーションの場所。もちろんその背

景にはインディアンの出る西部劇がありますけれども，さらには北方領土

とか，この地域の芸術の歴史，あるいは人文的歴史，さらにアイヌまたは

前近代，近代，ポストモダン，すべてを含んで表現としているのではない

でしょうか。例えば最近の中国の映画……。

○大石 『ねらった恋の落とし方』ですか。

○質問者４ そうそう。あの映画もやっぱり西部劇というよりは，芸術家

にとってこの北海道は一つの芸術の創造の場所でした。このことを展開す

れば，サイードとか，西部劇の模倣なんか言うことなく，創造の場所，生

産的な現場として捉えることができる。このことは非常におもしろく，本

の題材にさえなる。

○大石 先生のおっしゃることも確かにそのとおりだと思います。発表の

中でも言ったのですけれども，渡辺武信という人が言っているとおりなん
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ですよね。『大草原の渡り鳥』を見ると，日本にもこんなところあったかいな

あ，と思ったりするのです。つまり日ごろ見なれている空間が奇妙な空間に

変わっていくような，そういう印象を与えるのです。その意味で，それは一

種の隠喩的な想像力のはばたきの見事さと言ったらいいのでしょうか。こ

の点は，実におもしろいところで，北海道は，芸術家にとってインスピレー

ションを与えるような場所であるのです。黒澤映画だって，ただ隠喩的で

あるだけはないのです。そこには黒澤の想像力があるし，創造的，クリエ

イティブなイマジネーションがそこにある，そういうふうに思います。きょ

うの話ではそういう部分はあまり取り上げませんでしたが，そこはもっと

強調してもよかったかもしれません。先生のおっしゃるとおりだと思いま

す。ところで，『ねらった恋の落とし方』も実は日本映画と同じ図式が見ら

れるのです。中心に北京があって，中国各地，いろいろなところに旅行へ

行くわけでその一部が北海道という位置付けなのです（北海道は中国では

ありませんが）。つまりあの映画においても中心と周縁という図式が見られ

るというのが僕はすごくおもしろいと思いました。つまりあの映画では，

北海道が中国の周縁地域の一つだと，そういう感じで描かれていました。

○質問者４ もし両方，サイード的なとらえ方と，そうでないとらえ方，

両方合わせれば，ああいう表象になったなと。

もう一つ質問。手塚先生にお聞きしたいのですけれども，ヨーロッパは

古い資料というのが多くて，付随する資料は非常に豊か，豊富で，ある規

格，基準が非常に明確にあって，博物学が発達して，そういう結果だと。

そこで私，博物学と博物館，そして帝国主義とつながって考えてみると，

博物学というのは一体だれのために，何のために，それを１回，一つメス

を入れて，そこからさらに資料収集に付随する権力作用を明らかにすると

いうのはどうかなと思うのですけれども，博物学の基準はどこに置くべき

か。

○手塚氏 非常に難しい質問だと思いますけれども，もともと博物館とい

うのは王侯貴族のコレクションを展示する場所としてスタートしたという

ことがよく言われます。ルーブル美術館などはまさにその典型ということ
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なのですけれども，19世紀の博物館でアイヌコレクションを多く持ってい

るところというのは，植民地を経営していくといいますか，植民地がどん

どんふえていって，現地の異文化に関連する資料というものをたくさん集

めて，自分たちはこれだけ植民地を支配しているのだということを誇示す

るという目的もあった。

それから，当時，19世紀の後半以降，各地に民族博物館の建設ラッシュ

というものがあった。それと一致してアイヌコレクションの収集も進展し

ました。

ですから，こういうアイヌコレクションを持っている博物館については，

日本に滞在する，現地に滞在する外交官とか宣教師なども随分コレクショ

ンの収集には協力していたというようなことも言われていますし，それか

ら，実際にヴァシリエフのように専門的な訓練を積んだ学芸員が派遣され

てきて実際に収集に当たるなど，非常に活発に収集が行われていたという

ような歴史があって，それはただ単に植民地の資料ということだけにとど

まらないで，やはり当時の欧米社会のアイヌに対する関心の高さというも

のを反映しているのだというふうに言えると思いますけれども。

○岩崎 ５時をかなり回ってしまっているのですけれども，しかも教室も

だんだんだんだん寒くなって，明らかにもう火を切られているというのが

わかるのですけれども，私たちの最初の試みとして，こんなテーマで，そ

れぞれ研究領域が違う私達が研究をはじめました。これ以降も皆さんから

アドバイスいただけたらと思います。

最後，大石先生に，人文学会の閉会をアナウンスしていただきたいので

すけれども，この後，私たち，当然のごとく焼鳥屋で反省会をしようと思っ

ていますので，どうぞ御参加下さい。今日は皆さんありがとうございまし

た。

※本シンポジウム記録におきましては，映画の著作物の適正な保護のため，映画

の静止画は映画の鑑賞性を備えていない様態のイラストとして掲載いたしまし

た。イラストは輪島詩織さんに作成していただきました。
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ミニシンポジウム当日に配布した資料（パネリスト：大石）
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